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西形准教授らの研究ク1レーフは、天然では得られないアミノ酸を作る慕本技術を開発しました

一銅触蝶を用いて、反応ざ甘づらい大きな部位へのア三ノ基導入に成功.

上條准教授がテニュア教員として平成29年4月1已に採用

山口大学一研究拠点群形吸.ノロジェ.クト.:に西形准.教授がセンター..長を務め.る

「生含分子インタ.一.ネ.ントワ.一..クセンター」が認足ざれました.

大きな.構造を持っアミノ酸は、画像診断薬や特定の細胞と強

く相互作川するため、医薬分野で注「1されています。しかし従

来は、炭素原子に複雑な化合物を置換するとその周囲が立体的

に混みあうため大きな反応部位にアミノ基を導入すること(ア

ミノ化)が極端に難しく、合成手法は隈られていました、、その

ため、医療分野で利用できるアミノ酸の種類は限られており、

新しい合成手法の開発が必要とされていました(図1)n
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環境系部門の砂田祐輔准教授らのグループは、銅触媒によって

α一プロモアミド化合物とアミンとのアミノ化反応に成功しま

した..この反応は、銅触媒を川いてα一.プロモアミド化合物①

の臭素(Br)とアミン②を交換することで進行します(図2)、,

この原理を利用すると、立体的に非'常に大きな反応都位にアミ

ノ基を導人でき、さまざまな非天然型アミノ酸誘導体を作るこ
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とができます、,天然のアミノ酸はその種類や構造に制阯芝がある

一.一方で、非天然型アミノ酸の種類や構造}こは制限はなく、期待

される機能も無限に付与することが理論1.:は1げ能です、、医薬分

野を始め、広い分野での応川が期待されます。

こa)佃F究ヌ」気輝aま…'Ange-,an〔lteChcnnie,InternationalEdition」

(IF;11.994)に掲1残されました(doi:10.]OO2i'anie.201706293)。
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図1アミノ基導入の困難さ

でアミノ酸分子
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図2:開発したアミノ化反応
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